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旋回クラッチ一式

　　　　基準不適合発生箇所：

刈取脱穀作業車において、左右の車軸回転数に差をつけることで緩旋回を行うために
動力伝達の入り切りを行う旋回クラッチのプレッシャプレートの強度が不足しているため、
そのままの状態で使用を続けると、当該プレッシャプレートが破損し、動力を伝達できず、
旋回不能となるおそれがある。

　　　　改善の内容：
全車両、旋回クラッチ一式を対策品に交換する。

　　　　識別：
旋回クラッチ一式交換後、トランスミッションケース（左）へ白ペイントを追加する。
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注） 印は交換部品を示す。

白丸ペイントを追加

ｸﾗｯﾁｹｰｽ


